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原 料 牛 乳 の 品 質 向 上 に 関 す る 試 験

一―カンクーラーとバルククーラーとによる生乳汚染 ――
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1 は し が き

集乳前の生乳の冷却装置が従来のカンクーラーからパル

タクーラーヘと移行し,かつその普及は著しい。これらの
冷却装置の相違が,生乳への細菌汚染に及ばす影響につい
て検討し,一応の成果を得たので報告する。

2 試 験 方 法
1 試験実施時期 :季 節ごと年 4回 。 表 1の 通りであ
る。

表 1 試験実施時期一覧

2 試験実施場所 :

カン ターラー・雌 牛舎 内 (場内 )
パルククーラー・検定牛舎内(場内 )

3 搾乳方法 :

バケット式 ミルカーによる機械搾乳

4 試料の採取 :
(1)カ ンクーラーについては夕方搾乳した牛乳を一たん

28的入の牛乳かんに入れ,ュニットクーラーが取付けられて

いる水槽の中で貯蔵する。
ここで,第一回目の供試牛乳を取る。翌朝の搾手t後 ,他
の牛乳かんを同一水槽に入れた後,第二回日の供試牛乳を
前日の夕刻第一回目のときと同一牛乳かんから採取した。

その後,出荷した。
0)パ ルククーラーについては,集乳方法がカンクーラ
ーの場合と異なり,隔 日集乳となっており,供試牛手しの採
取も第一回日の貯乳時から数えて搾乳毎 4回と,出荷直前
に 1回の計 5回実施した。
しかし,試験 1期の後半より供試牛の関係から止むを得
朝,夕搾乳と翌朝搾乳との都合3回の試料採取となった。
調査項 目 :

PLテ ス ト
アルコールテス ト

PH
環境温度

細菌数

6試 験 結 果

l PLテ スト: 供試牛乳は,滅菌したガラス管,
コルベンを使用して牛乳かん,パルクタンクから100π′程
度採取した。

採取回数は,カ ンクーラーについて,年 24検体,パルタ
クーラーにっいては,年 34検体であったが,こ のうち,試
験iVの カンクーラーでの供試牛乳につき2検体が,色調の
み(Dを示しはしたが,こ れらも含めてすべて乳房炎陰性
を示した。
2 アルコールテスト: 試験 1に おけるカンクーラ

ーから採取した 1検体のみ,凝集で仕 )と なつたが,他は
すべて陰性で凝固するものはなかつた。

3 fII菌数と環境温度 : 細菌数と環猫 度を貯乳開
始時から出荷直前にいたるまで経時的に追跡した。

細菌数については, プリード法で測定し,総菌数で示し
た。又,環境温度,こ こでは乳温,水温と舎内温度につい
て,自 記温度計で,三点同時測定した。成績としては,試
料採取時点での環境温度のみ示した。

カンクーラーにおける組菌数と環境温度は表2,パ ルク
クーラーにおける細菌数と環境温度は表 3にそれぞれ示し

た通りである。表 3の ところで,貯乳開始時を1回 日の試
料採取とし,以下搾乳後毎に, 2, 3, 4回 日と続き出荷
直前での試料採取が5回 日となる。

但し,試験Ⅲ.IV期については供試牛の都合で,試料採
取は貯乳開始時から出荷直前までで 3回 となつた。

表 3の試験Ⅲ,Ⅳ期については供試牛の都合で,試料採
取はのべ 3回 ,すなわち2日 目の朝搾乳後で終了せぎるを

表 2 カンクーラーにおける細菌数と環境温度
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表 6 ´
'レ
タクーラーにおける細菌数と環境温度

得ず,乳温が試験 1,1期の 5℃ と比べて,138～ 140℃
と高くなっているが,こ れは′くルクターラーに起因するも

のではなく採取時間の違いによるものである。

また貯蔵されている乳量の多少により若干時間の幅は見

られたが 40～ 110分内外で常に 5℃ に冷却された。

カンクーラーについては,細菌数,乳温,水温,舎内温
度における各々の関係について検討したところ,表 4, 5
に示す通 りの結果となつた。

表 4 細菌数と環境温度との相関関係
(貯乳開始時 )

乳   温 水 温 舎内温 度

細 菌 数 0 742ネ * 0 252 0319

乳   温 0 295 0 359

水   温 0 460

カンクーラーにおいて, 貯乳開始時乳温が 25～ 30℃ 程

度の牛乳は試験 I期から順に,約 45分,60分,75分 ,120

分となりこれによる冷却に平均 75分かかって,乳温約 27

Cの ものが10℃ に冷却されたことになる。メルククーラー

において,同 様にして,約 45分,45分,60分,45分 とな
り,こ れを平均すると49分かかつて,乳温約 275℃ のもの

.が 5℃ に冷却されたことがわかつた。

貯撃L開始時から出荷直前までで, どの程度細菌数が増カロ

するかをみたものを増加率として示すと,カ ンクーラーの

方では,試験 I期から順に161,224,200,144倍 とな
り,パルククーラーの方では同順に147,119,144,163
倍となつた。とくに,夏季においてカンターラーでは 2倍

強,メ ルクターラーでは 1倍強の増加率を示しているが,

短時間での冷却,低温貯蔵 という優れた面が後者の背景に

あつたことは明らかである。

細菌数について,既に表 3, 4で示した通りであるが,

年平均でカンクーラーにおいて,742± 178万個/π′,パ
ルククーラーについては,788± 181万個 /π′であつたも
のが,最終時点である出荷直前では,前者が 137'± 526

万個/凛ι, 後者が1205± 304万個 /凛ιでありこれを増加

率で示す と,前者は 186倍 ,後者は 153倍 となった。更に

両者の差の検定を試みた結果では, t-034で 有意性は認
められなかつた。

4 要

1 貯撃t開始時における細菌数は,年平均でカンクーラ
ーについては,742■ 178万個/2ι ,パルクク

「

ラー

については,788± 181万個/mι でぁつたものが,出

荷直前には,前者で 186倍の1379± 526万個/凛ι,

後者で 153倍の1205± 304万個/"ι となった。

2 貯手L開始時点で細菌数と予L温 との関係において,カ
ンクーラー,パソレククーラーともに高い正の相関関係
が認められた。

3 撃t温約27℃ のものを10℃ にカンクーラーでは約 75
分間,パルククーラーでは,乳温275℃のものを5℃
に約49分間で冷却貯蔵したことがわかつた。

*“ Pく 001

表 5 細菌数と環境温度との相関関係
(出荷直前 )

撃t  温 水   温 舎 内温 度
細 菌 数 -0201 -0119 0586*

季L  温 0 929*** -043,

水   温 -0233

*,Pく 005 *絆 ;Pく 0001

すなわち,表 4の 貯予L開始時点においては,細菌数と早L

温は高い正の相関関係にあり,回帰式はY-47× -491と

なつた。但し, Xは 乳温, Yは 細菌数であり,更 に撃t温 と

水温との関係においては正の相関を示 し,出荷直前におけ

る両者の関係は相当高かつたことがわかる。

パルククーラーについては,細菌数と茅t温 と舎内温度に
おける各々の関係について検討したところ,表 6, 7に 示
す通りの結果となつた。

貯予L開始時には細菌数 とft温 との正の相関関係が認めら

れ,回 帰式は Y-19x+300と なつた。但し,Xは乳温 ,
Yは細菌数である (図 1)。

表 6 細菌数と環境温度との相関閲係
(貯乳開始時 )

表 7 細菌数と環境温度との相関関係
(出荷直前 )


